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老朽炉で安全審査の想定外の燃料を使わないで！ 
福島第一原発３号機でのプルサーマルに反対する署名 

 

１．ＭＯＸ燃料（プルトニウムとウランの混合酸化物燃料）は、安全審査で装荷遅れ 5年 

 までしか影響を評価していません。福島に運ばれてから１１年が経ち、品質劣化が進み 

 危険性が高まっています。外観検査だけでは燃料の健全性を確かめられません。 

２．プルサーマルで燃やした後のＭＯＸ燃料の行き先は決まっていません。発電所が使用 

 済みＭＯＸ燃料の「核のゴミ捨て場」となります。 

３．福島県沖地震が続発しています。双葉断層を過小評価した原発の耐震安全性の評価で 

 は、不十分です。東京電力は、耐震評価中間報告の誤りを、７ヶ月も隠していました。 

４．３号機は運転開始から３４年経った老朽炉です。設備の老朽化が進む中でＭＯＸ燃料 

 を燃やして安全性が保てるのか、確かめられていません。 

５．ＭＯＸ燃料の品質データや検査方法を情報公開しない、下請け企業の不正、放射能漏 

 れに２０年以上気付かないなど、東京電力の体質は一向に変わっていません。 

６．ＭＯＸ燃料を燃やすことにより、現状でも全国最悪の労働被曝が一層ひどくなります。 

７．福島県は、プルサーマルの「条件付き受け入れ」を判断する過程で県民の意見を聞く 

  機会を作らず、それが今日まで続いています。 

 

 

氏名 住所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どなたでも署名いただけます。足りない時はコピーをお願いいたします 

 

（集約先） 〒９７１－８１４４  

       福島県いわき市鹿島町久保於振１－２   

脱原発福島ネットワーク （電話 0246-58-5570） 

（署名集約日） 第１次 ２０１０年 ６月１２日必着 


